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研究成果の概要（和文）：研究代表者が提起する東北アジア初期農耕化4段階説の内、第２段階の山東半島から
遼東半島へのイネの伝播仮説を、土器圧痕調査で実証した。同段階の偏堡文化の朝鮮半島無文土器文化の成立へ
の影響を、山東半島・遼東半島の土器製作技術の調査によって明らかにした。また、この段階の山東半島の水田
の存在について楊家圏遺跡のボーリング調査によって示した。さらに第4段階の北部九州の弥生文化の成立年代
を炭化米の年代によって明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The second phase in the four phases theory of spread of early agriculture in
 North-East Asia, that is spread of rice from Shandong peninsula to Liaodong Peninsula, is proved by
 the kernel stamp analysis on the pottery. The influence of Pianpu culture to the emergence of Mumun
 culture in Korean Peninsula at the same phase is proved by the research on the pottery production 
technique in Shandong and Liaodong Peninsulas. And the existence of rice paddy filed in Shandong 
Peninsula is indicated by the coring research at Yanjiaquan site, Shandong province. In addition, 
the dating of the beginning of Yayoi culture in Northern Kyushu at the fourth phase is made clear by
 the AMS dating of charred rice grains

研究分野： 東アジア考古学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
東北アジア初期農耕化4段階説が、本研究の様々な個別成果により、実証化されてきたことは、本学説が東アジ
ア先史社会の一つの通説になることを意味し、学術的な意義が高い。さらに、人類史としての農耕化における東
北アジア地域の普遍性と特殊性が明らかとなった。また、二次的農耕社会への農耕の広がりと変容の過程が明ら
かとなり、地域社会の農耕文化の自立的な成立過程が明らかとなった。このことは、日本列島の弥生文化の生成
過程をも含んでおり、古代日本史における基層部分を明らかにした点で、社会的な意義が大きい。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

東アジアの農耕社会から農耕技術や文化が非農耕地帯に伝播し、二次的に農耕化する地域が
朝鮮半島・沿海州南部・日本列島の東北アジアであり、また一つが中国西南地域から東南アジ
アである。東アジア先史社会は大きくこの四つの生業基盤から地域区分が可能である。一方、
二次的農耕社会である東北アジアの農耕化については、東北アジア農耕伝播 4 段階説を提示し、
沿海州南部・朝鮮半島・日本列島における農耕伝播を段階的に説明するとともに、寒冷化に伴
う農耕民の移動・移住による文化接触が農耕伝播の原因であることを説明してきた。また、東
北アジア農耕化第２段階以降が朝鮮半島以南へ山東半島から水稲農耕が伝播する段階であるこ
とを示し、東北アジア農耕化第 3 段階が水田を持った灌漑農耕の伝播ということを提起してい
る。2003～2006 年まで行った山東大学との共同調査により、山東半島東部で畦畔水田が龍山
文化段階に起源するという仮説を提示した。それは、ボーリング調査と試掘調査によってその
存在を証明するものであったが、発掘調査によって平面的に畦畔水田を明らかにしたわけでは
ない。そこで、この仮説を検証するために、山東大学とともに引き続き楊家圏遺跡でボーリン
グを行い、遺構として畦畔水田の構造を推定し、朝鮮半島・日本へ伝播していく畦畔水田の起
源を明らかにして行きたい。 

 

 

２．研究の目的 

東アジア先史社会は、農耕社会、そして農耕社会が広がる二次的農耕社会、さらには草原地
帯に広がる牧畜型農耕社会といった地域区分が可能である。二次的農耕社会への農耕の拡散と
人の移動は、最終的に日本列島に灌漑農耕社会である弥生時代を生み出すことになる。そうし
た東北アジア初期農耕化を 4 段階に分けて説明することが可能である。この内、第 2 段階は朝
鮮半島無文土器文化の初現に繋がり、第 3 段階は無文土器文化の灌漑農耕化に繋がる。そして、
第 4 段階が日本列島に稲作農耕社会が始まる段階である。こうした過程を、植物考古学的方法
により、実証的に明らかにすることが目的である。 

 

 

３．研究の方法 

楊家圏遺跡のボーリング調査やプラント・オパール分析を行い、水田遺構探査を行う。山東
半島・遼東半島あるいは北部九州の土器圧痕レプリカ調査やコメの計測・DNA 分析によって、
穀物農耕の拡散を実証的に明らかにする。さらに弥生土器の製作技法の流入過程を東北アジア
農耕化第 2 段階の偏堡文化の伝播に求め、その実証的研究を展開する。そのため、遼東半島や
山東半島の龍山文化期から岳石文化期の土器の製作技法の観察調査を行う。また、弥生時代早
期の年代を確定するため、弥生早期の炭化米の年代測定や付着炭化物の年代測定を行う。 

 
 
４．研究成果 
 研究成果は、以下のようにまとめることができる。 

1）土器製作技術の分析から、無文土器の祖型は遼西東端から遼河流域に分布する偏堡文化に
あり、偏堡文化の東方への伝播により、公貴里式を介して、朝鮮半島南部で無文土器早期の突
帯文土器が生まれた可能性がある。 

2）紀元前 2400年頃の遼東半島の小珠山上層期には、膠東半島から山東龍山文化の影響の基
に稲作がもたらされた可能性がある。これが東北アジア初期農耕化第 2段階であり、王家村遺
跡や文家屯貝塚の土器圧痕レプリカ法によって、イネが遼東半島の小珠山上層期に存在するこ
とが明らかとなった。 

3）ジャポニカには熱帯型ジャポニカと温帯ジャポニカが存在することが遺伝学的に明らかと
なっている。新石器時代の長江中・下流域の栽培等の起源地のイネは熱帯型ジャポニカである
が、温帯型ジャポニカは山東半島以北の膠東半島、遼東半島、朝鮮半島で生まれた可能性が高
い。 

4）膠東半島では山東龍山文化期に趙家荘遺跡などの水田遺構の存在から、小型畦畔型水田が
起源した可能性が高い。同じく膠東半島の楊家圏遺跡でも山東龍山文化期の水田が存在する可
能性がボーリングによるプラント・オパール分析で確かめられていた。今回のボーリング調査
では、楊家圏遺跡の集落が存在する台地の北側一帯の谷部全域に水田域が広がっている可能性
を示し、そこに複数の河川が流れていた可能性が高い。こうした広い範囲での水田域の存在は、
龍山文化期のイネ生産量が想像以上に高いものであった可能性が想定できる。 

5）弥生の始まりである弥生早期の夜臼Ⅰ式は、唐津市宇木汲田貝塚出土の炭化米や雑穀の放
射性炭素年代から、紀元前 9 世紀～8 世紀であることが確定した。また、宇木汲田貝塚の炭化
米・雑穀は紀元前 9 世紀後半のものであり、この段階に寒冷期が始まっており、寒冷期開始直
後に渡来人が稲作・雑穀を伴って唐津平野に流入した可能性が高い。 

6）夜臼Ⅰ式段階の宇木汲田貝塚の炭化米は比較的細長いものの変異幅が大きく、炭化米のＤ
ＮＡ分析からは熱帯型ジャポニカを主体とするものであった。夜臼Ⅰ式段階は、朝鮮半島南江
流域から、支石墓や A式磨製石剣とともに熱帯型ジャポニカが唐津平野から糸島平野に流入し
た可能性が高い。 



7）板付Ⅰ式からⅡa 式の福岡市有田遺跡の炭化米は、紀元前 6～5 世紀のものであるが、中
型で比較的丸い形態であり、炭化米の DNA分析では温帯型ジャポニカであった。温帯型ジャポ
ニカは、夜臼Ⅱ式以降に木棺墓や B式磨製石剣とともに洛東江下流域から福岡平野流入したも
のである可能性が高い。この文化系統から福岡市域を中心として板付土器様式が成立し、環濠
集落や列状墓、B 式磨製石剣とともに温帯ジャポニカが瀬戸内から近畿へと西日本全体に広が
り、弥生前期社会が成立する。 
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